
　　　　　  町で見かける里山整備、さまざまな事業が関わっています。議会の眼
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決
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年
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事
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は
12
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☆
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会

●
プ
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ミ
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●
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土
強
靭
化　

●
保
育
所
審
議
会
か
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の
答
申

●
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域
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ン
ケ
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ト
結
果
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ｐ
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光
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ｐ
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管
理
シ
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テ
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長
者
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草
地
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組
合
」
の
解
散
と
跡
地
管
理

●
妻
籠
宿
で
の
空
家
対
策　

●
Ｕ
Ｉ
Ｊ
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ン
支
援

●
町
内
の
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利
用
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の
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要
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南
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曽
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自
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画
」　

●
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会
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…
…
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18
ｐ

３
月
定
例
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19
ｐ
〜

シ
リ
ー
ズ
「
聞
い
て
私
の
思
い
」 …
…
…
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柿其本谷：中山間直接支払事業による道路周辺整備 三留野交差点付近：森林税による県の河川整備事業

与川古典庵周辺：眺望景観整備事業 天白公園：眺望景観整備事業
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22
月
臨
時
会

月
臨
時
会　　
可
決
議
案

可
決
議
案

２
月
26
日
に
平
成
31
年

第
１
回
臨
時
議
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

●
平
成
30
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

６
１
２
９
万
６
千
円
を

追
加
し
総
額
38
億
６
６
３

５
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。主
に
国
土
強
靭
化
事
業

に
よ
る
工
事
費
な
ど
で
す
。

●
平
成
30
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
の
報
告

小
中
学
校
空
調
設
備
整

備
事
業
、
国
土
強
靭
化
事

業
、
雨
量
計
観
測
装
置
更

新
事
業
な
ど
12
件
が
31
年

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
事
業

説
明
概
要

消
費
税
・
地
方
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
よ
る
、
低

所
得
者
・
子
育
て
世
帯（
０

〜
２
歳
児
）
へ
の
影
響
を

緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
消
費
を
促
進

す
る
事
を
目
的
と
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
（
25
％

分
）
商
品
券
の
販
売
を
行

う
予
定
で
す
。

商
品
券
引
換
券
の
発
送

は
９
月
頃
の
予
定
で
交
換

場
所
は
南
木
曽
商
工
会
で

す
。

度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑

読
書
保
育
園
駐
車
場
工
事

　
　
工
事
説
明
会
の
予
定
は
。

　
　

受
注
業
者
が
決
ま
っ

て
か
ら
行
い
ま
す
。

小
中
学
校
空
調
設
備

　
　
エ
ア
コ
ン
設
置
予
定
は
。

　
　

年
度
内
に
工
事
発
注

し
、
夏
に
間
に
合
う
よ
う

進
め
ま
す
。

　
　

２
５
０
０
万
円
の
追

加
補
正
が
あ
り
、
当
初
よ

補
正
予
選
審
議

読
書

QQA小
中

QQA進
め

Q

保
育
所
審
議
会
か
ら

 

答
申
（
報
告
）

答
申
内
容
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
２
０
１
９
年

３
月
号
P.6
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。地

域
医
療
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
報
告
）

※
詳
細
は
、
今
月
号
P.
　

12

〜
13
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
土
強
靭
化
の
た
め

の
３
か
年
緊
急
対
策

こ
の
事
業
は
、
防
災
の

た
め
の
機
能
整
備
・
国
民

経
済
・
生
活
を
支
え
る
重

要
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
集
中

的
に
実
施
す
る
国
の
補
助

事
業
（
補
助
率
約
６
割
）

で
、
町
で
は
3
年
間
に
道

路
法
面
対
策
を
行
い
ま
す
。

◆
事
業
内
容

・
平
成
30
年
度
：
町
道
天

白
川
向
線
防
災
事
業

（
繰
越
事
業
）

・
平
成
31
年
度
：
町
道
沼

田
線
防
災
事
業

・
平
成
32
年
度
：
町
道
与

川
線
防
災
事
業

り
1.5
倍
の
事
業
費
と
な
っ

て
い
る
が
町
の
考
え
は
。

　
　

設
計
事
務
所
と
相
談

す
る
中
で
工
事
費
を
見
込

み
ま
し
た
が
、
詳
細
設
計

の
結
果
、
予
想
以
上
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
実
施

に
向
け
て
さ
ら
に
精
査
を

し
ま
す
。

検
診
の
支
援
制
度
の
周
知

　
　

３
歳
児
歯
科
検
診
な

ど
支
援
制
度
の
周
知
は
。

　
　

対
象
者
の
確
認
は
し

て
い
ま
す
が
、
受
診
結
果

を
見
な
が
ら
制
度
の
普
及

を
し
ま
す
。

三
軒
家
の
水
源
確
保

　
　
水
道
管
仮
設
の
内
容
は
。

　
　

井
戸
水
源
が
困
難
と

な
り
、
押
手
ま
で
来
て
い

る
簡
易
水
道
の
余
水
を
利

用
し
た
応
急
的
な
対
策
を

行
い
ま
す
。

妻
籠
宿
で
の
空
家
対
策

　
　

地
元
負
担
は
。

　
　

田
原
家
、
櫻
井
家
を

31
年
度
に
改
修
建
築
し
ま

す
が
、
負
担
は
１
割
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

て
い

A検
診

Qど
支

A三
軒

QQA妻
籠

QQA

質疑 「防災・減災・国土強靭化の
　　　　ための３か年緊急対策」関係
Q 箇所検討では、他に何箇所くらい検討したか。
A 町内レッドゾーンを検討し、この３箇所に決定しました。
Q 本来、天白地区は災害対象事業ではないか。
A 災害として検討しましたが、災害対象とならない
ため強靭化対策事業に申請しました。

質疑 地域医療に関するアンケート結果関係
Q 不妊治療の助成対象が定住一年以上の人に制限
されているという意見がある。定住施策として問題だ。
A 検討します。
Q 通院手段が一番困ってるが、町の考えは。
A 具体的な方法は、今後検討していきます。
意見 アンケート結果の十分な活用を求める。

質疑 プレミアム付き
　　　  商品券関係
Q 商品券の交換を役場で
もできるようにしてはどう
か。
A 商工会の出張販売も含
めて、今後検討していきた
いと思います。

●会計別補正予算 （単位：千円）

会　　　　　計 補正額 補正後の金額
一般会計 61,296 3,866,355
国民健康保険特別会計 増減なし 493,983
簡易水道事業特別会計 1,201 185,422
宅地造成事業特別会計 6,476 20,126
下水道事業特別会計 240 110,114
農業集落排水事業特別会計 389 80,696
浄化槽市町村整備推進事業特別会計 585 123,597
後期高齢者医療特別会計 525 75,366

事　　業　　名 金　額
道路維持補修事業 64,979
小中学校空調設備整備 25,000
読書保育園駐車場整備事業 7,260
田立社会教育施設整備、蘭社会教育施
設屋根補修による減額 △ 2,555

●一般会計補正の主なもの （単位：千円）

平成31年2月期補正予算
※第8号（2/26決）

一般会計補正予算　61296万円を増額
　　　　　　総額　38億6635万5千円に

全
員
協
議
会

（
2
月
26
日
）
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●
全
国
知
事
会
の
「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す

る
宣
言
」
の
主
旨
に
基
づ
い
て
、
地
方
自

治
の
根
幹
を
脅
か
す
日
米
地
位
協
定
の
見

直
し
を
国
に
求
め
る

　
　
　

日
米
地
位
協
定
を
見
直
す
会

 

共
同
代
表　

難
波
希
美
子

　
　
　

趣
旨
採
択

●
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委

員
会
・
き
そ　

代
表　

澤
木
政
良

九
条
の
会
木
曽
連
絡
会　

代
表　

小
松　

功

　
　
　

採
択
・
意
見
書
送
付

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜

勤
交
替
制
労
働
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

　
　
　

長
野
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

 

執
行
委
員
長　

小
林
吟
子

　
　
　

採
択
・
意
見
書
送
付

●
平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
な

ら
び
に
法
人
町
村
民
税
（
法
人
税
割
）
の

標
準
税
率
採
用
の
要
望
に
つ
い
て

　
　
　

一
般
社
団
法
人
木
曽
法
人
会

 

会
長　

大
沢
謙
一

 

南
木
曽
支
部
長　

野
原
廣
平

 

税
制
委
員
長　

井
原
正
登

　
　
　

不
採
択

請
願
・
陳
情

提
出
者

結　

果

提
出
者

結　

果

提
出
者

結　

果

提
出
者

結　

果

平成31年３月定例会　可決議案
予算関連議案 賛否

●平成30年度　補正予算 ・一般会計の補正は4350万円減額し、総額38億
2284万円となります。

全員
一致

●平成31年度　予算 ・一般会計予算総額 ： 37億2900万円（+2.3%）
・特別会計予算総額 ：  9億2773万円

全員
一致

一般議案 賛否
●木曽広域連合ふるさと基金に係る
出資金の権利一部放棄

・既設案内板の維持補修及び周辺環境の整備を行うため、町は基
金のうち332千円を権利放棄します。

全員
一致

●過疎地域自立促進計画の変更 ・平成28年度から32年度までの計画で、総合計画と整合を図り
変更します。

全員
一致

●辺地対策総合整備計画の変更 ・平成30年度から34年度までの計画で、総合計画と整合を図り
変更します。

全員
一致

●雨量観測システム更新工事請負契
約の変更

・契約金額：変更前　5562万円→変更後　5444万2800円
・契約の相手方：長野日本無線株式会社信越支店

全員
一致

条例の改正 賛否

●森林経営管理基金条例の制定
・森林経営管理法施行に伴う、「新たな森林管理シス
テム」導入を効果的に運用するために、基金の設置、
管理、処分を規定するものです。

全員
一致

●消防団条例改正 ・平成31年度に機能消防団員数が35人から38人になるため、機
能消防団員数を変更します。

全員
一致

●災害弔慰金支給等に関する条例改
正

・関係法律の改正に伴い、災害援護資金利率、保証人、償還の内
容を変更します。

全員
一致

●職員勤務時間及び休暇等に関する
条例改正

・職員に対する超過勤務命令の上限時間、上限時間の特例を規定
するものです。

全員
一致

●田立地域コミュニティ施設「のど
か」の設置及び管理運営に関する
条例の制定

・田立地域コミュニティ施設「のどか」の、活用目的、利用者、
活動内容を規定するものです。

全員
一致

同意案件 賛否
●固定資産評価委員会の委員の選任
に同意

岡庭　綠朗（再任）：南木曽町田立 全員
一致

●教育委員会の委員の任命に同意 小原　貞幸（再任）：南木曽町吾妻 全員
一致

●人権擁護委員候補者の推薦に賛成 小幡　富穂（再任）：南木曽町田立 全員
一致

審議内容
掲載P.22

審議内容
掲載P.20

全協審議
掲載P.32
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◆
町
の
負
担

　
　

リ
ニ
ア
で
は
、
町
に

は
土
地
交
渉
の
関
係
で
Ｊ

Ｒ
か
ら
県
を
通
じ
て
年
間

13
万
２
千
円
入
っ
て
い
る

だ
け
だ
。

　
　

町
に
は
様
々
な
経
費
、

人
件
費
、
事
務
費
の
負
担

が
あ
り
ま
す
が
、
リ
ニ
ア

の
仕
組
み
と
し
て
そ
れ
以

上
に
町
へ
の
収
入
が
あ
る

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

国
へ
は
様
々
な
場
面
で
、

リ
ニ
ア
の
工
事
に
関
わ
る

自
治
体
と
し
て
財
政
的
支

援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
水
源
の
保
全

　
　

向
ヶ
原
、
大
山
高
区

の
水
源
を
水
源
保
全
条
例

で
指
定
地
に
で
き
な
い
か
。

　
　

国
有
林
の
中
に
あ
り
、

県
の
条
例
は
民
有
林
を
想

定
し
た
も
の
で
、
国
有
林

を
想
定
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
県
は
地
元

か
ら
上
が
れ
ば
検
討
は
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
指
定
さ

れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。

◆
代
替
水
源

　
　

代
替
水
源
と
い
う
が
、

今
あ
る
水
源
は
い
ま
ま
で

苦
労
し
て
見
つ
け
て
き
た

水
源
だ
。

　
　

町
と
し
て
は
、
今
あ

る
水
量
、
水
質
を
変
え
な

い
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

　
　

水
が
涸
れ
て
も
涸
れ

な
く
て
も
、
予
め
万
が
一

の
代
替
施
設
を
作
っ
て
、

い
ま
以
上
の
町
の
負
担
に

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

そ
の
通
り
で
す
。

様
々
な
町
の
負
担
に
つ

い
て
も
誠
意
を
見
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。

◆
全
量
回
復
は

　
　

蘭
川
、
男
埵
川
な
ど

の
水
が
涸
れ
て
し
ま
う
場

合
に
、
全
量
戻
せ
と
Ｊ
Ｒ

に
求
め
る
考

え
は
あ
る
か
。

　
　

蘭
川
や

男
埵
川
の
水

が
極
端
に
減

る
こ
と
は
考

え
に
く
い
が
、

本
流
が
涸
れ

る
と
な
れ
ば

何
か
し
ら
の

措
置
を
す
る
と
い
う
取
り

決
め
な
ど
は
や
っ
て
お
く

べ
き
で
す
。

◆
残
土
置
き
場
の
受
付

　
　

こ
れ
か
ら
残
土
置
き

場
の
応
募
を
希
望
す
る
住

民
へ
の
対
応
は
。

　
　

希
望
が
あ
れ
ば
、
町

の
受
付
表
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
県
に
上
げ
ま
す
。

県
は
そ
の
情
報
を
Ｊ
Ｒ

東
海
に
報
告
し
、
Ｊ
Ｒ
が

現
地
を
確
認
し
て
検
討
し

て
い
く
流
れ
で
す
。

　◆
残
土
問
題
へ
の
啓
蒙

　
　

残
土
置
場
計
画
場
所

の
住
民
へ
の
支
援
と
し
て
、

残
土
処
理
に
ま
つ
わ
る
情

報
を
町
や
県
か
ら
提
供
し

て
い
る
か
。

　
　

い
ま
Ｊ
Ｒ
が
検
討
し

て
い
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

地
元
と
Ｊ
Ｒ
が
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

そ
の
場
に
は
町
も
参
加

し
、構
造
物
の
種
類
、後
々

の
管
理
、
災
害
は
大
丈
夫

か
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、

町
か
ら
地
主
に
口
頭
で
話

し
て
い
ま
す
。

◆
町
内
工
事
の
残
土
は

　
　

リ
ニ
ア
計
画
に
よ
り
、

町
の
残
土
処
理
場
が
無
く

な
ら
な
い
か
。

　
　

そ
う
し
た
心
配
も
あ

り
ま
す
が
、
リ
ニ
ア
で
町

か
ら
県
に
上
げ
て
い
る
箇

所
に
つ
い
て
は
別
に
対
応

し
て
お
り
、
公
共
の
建
設

事
業
で
予
定
し
て
い
る
発

生
土
置
場
の
候
補
地
を
兼

ね
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
河
川
監
視
カ
メ
ラ

　
　

河
川
の
監
視
カ
メ
ラ

設
置
の
計
画
場
所
は
。

　
　

木
曽
川
の
橋
梁
へ
の

設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

柿
其
橋
、
高
瀬
橋
、
三

根
橋
が
候
補
で
、
田
立
に

は
適
当
な
橋
が
な
い
の
で
、

別
の
方
法
で
設
置
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

映
像
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
光
化
に
伴
う
負
担

　
　

広
域
ケ
ー
ブ
ル
の
光

化
が
32
年
度
か
ら
始
ま
る

が
、
宅
内
工
事
の
費
用
は

か
か
る
の
か
。

　
　

か
か
り
ま
せ
ん
。
新

規
申
込
の
場
合
の
み
か
か

り
ま
す
。

◆
空
家
対
策
事
業

　
　

妻
籠
で
の
空
家
対

策
事
業
の
施
設
は
、
簡
易

宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
提
案
す
る
。

◆
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
出

　
　

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提

供
へ
の
対
応
は
。

　
　

18
歳
か
ら
27
歳
ま
で

の
名
簿
の
提
供
を
、
個
人

情
報
保
護
法
が
始
ま
る
以

前
（
平
成
11
年
以
前
）
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

提
供
す
る
根
拠
は
。

　
　

南
木
曽
町
情
報
公
開

条
例
の
17
条
の
中
の
例
外

規
定
と
し
て
、
法
令
ま
た

は
条
例
に
定
め
が
あ
る
と

リ
ニ
ア
関
係

◆
町

Qだ
け

A◆
水

Qで
指

A

◆
代

Q水
源

AQなA◆
全

Qえ
は

A

◆
残

Q民
へ

A◆
残

Qて
い

A

◆
町

QなA総
務
関
係

◆
河

Q設
置

A

◆
光

Qか
か

A◆
空
家

意
見

◆
自

Q供
へ

AQQA

大崖でのボーリング調査

３月定例会　平成31年度当初予算審議概要
一般会計予算37億2900万円、特別会計予算9億2773万円を採択しました。
審議の主な質疑は、リニア工事、空家対策事業、観光パンフレット、道路改良工事などでした。
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き
と
い
う
項
目
で
、
そ
の

根
拠
と
な
る
法
令
は
自
衛

隊
法
第
97
条
だ
と
い
う
解

釈
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

知
ら
な
い
う
ち
に
個

人
情
報
が
町
か
ら
自
衛
隊

に
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
止
め
る
べ
き
だ
。

　
　

国
、
県
、
自
衛
隊
と

の
信
頼
関
係
を
元
に
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
ま

で
通
り
慣
例
と
す
る
の
か
、

し
っ
か
り
と
考
え
て
今
後

の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
退
任
と
新
規
採
用
は
。

　
　

今
年
は
１
名
の
退
任

と
２
名
の
新
規
採
用
（
職

種
は
木
工
と
地
域
づ
く

り
）
で
す
。

◆
山
林
境
界
の
確
定

　
　

国
土
調
査
事
業
は
、

田
立
地
区
の
山
林
か
ら
他

の
地
区
へ
と
進
ん
で
い
な

い
。今

年
度
か
ら
導
入
さ
れ

る
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
及
び
森
林
環
境
譲
与

税
を
使
っ
て
、
山
林
の
境

界
の
明
確
化
、
確
定
を
進

め
た
ら
ど
う
か
。

　
　

現
段
階
で
は
難
し
い

状
況
で
す
。

（
Ｐ
．
32
の
概
要
参
照
）

◆
長
者
畑
草
地
利
用
組
合

　
　

長
者
畑
草
地
利
用
組

合
が
解
散
し
た
。

草
地
の
維
持
は
毎
年
経

費
が
掛
か
る
の
で
返
地
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

年
度
内
に
結
論
を
出

し
ま
す
。

（
Ｐ
．
32
の
概
要
参
照
）

◆
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　

商
工
会
が
進
め
て
い

る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
構
想
の
状
況
は
。

　
　

商
工
会
の
人
事
異
動

に
伴
い
、
今
後
、
開
設
協

議
会
は
商
工
部
会
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
、
最
終
的

に
は
事
業
者
が
判
断
し
て

い
き
ま
す
。

町
は
そ
の
結
果
に
よ
り

可
能
な
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。

◆
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
事
業
内
容
は
。

　
　
「
ぶ
ら
り
南
木
曽
」

を
、
３
０
０
０
部
増
刷
し

ま
す
。

　
　

県
が
運
営
す
る
東
京

の「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」

を
視
察
し
た
が
、
南
木
曽

関
係
は
目
立
た
な
い
。
県

に
働
き
か
け
も
っ
と
ア
ピ

ー
ル
で
き
な
い
か
。

　
　

南
木
曽
の
よ
う
な
扱

い
の
自
治
体
も
多
く
、
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
東

京
へ
行
っ
た
際
に
は
お
願

い
し
て
来
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

大
平
県
民
の
森
の

木
曽
見
茶
屋
か
ら
見
る
夕

陽
は
、
信
州
サ
ン
セ
ッ
ト

ポ
イ
ン
ト
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
ほ
ど
美
し
い
。
も

う
少
し
整
備
を
進
め
て
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
せ

て
欲
し
い
。

◆
観
光
協
会
法
人
化

　
　

観
光
協
会
の
法
人
化

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
町
の
負

担
金
は
。

　
　

今
年
７
月
頃
に
法
人

化
す
る
計
画
で
、
予
算
は

６
５
０
万
円
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
　

法
人
化
組
織
に
は
、

観
光
の
プ
ロ
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　

今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

◆
博
物
館
運
営

　
　

博
物
館
使
用
料
が
昨

年
に
比
べ
減
額
と
な
っ
て

い
る
。
対
応
策
は
あ
る
か
。

　
　

約
３
千
人
の
減
、
１

５
０
万
円
の
減
額
で
す
。

対
応
策
と
し
て
は
、
増

え
る
外
国
人
観
光
客
に
対

応
で
き
る
職
員
の
配
置
や
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
魅

力
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　

町
道
妻
籠 

町
中
線

の
改
良
が
先
送
り
に
な
っ

て
い
る
。
目
途
は
立
つ
の

か
。

　
　

町
道
の
他
に
分
館
建

設
、
防
災
管
の
修
繕
等
に

も
使
え
る
よ
う
な
国
の
補

助
金
制
度
を
活
用
す
る
よ

う
に
見
直
し
、
平
成
31
年

度
中
に
計
画
を
立
て
、
申

請
採
択
の
予
定
を
し
て
い

ま
す
。

　
　

路
面
に
凸
凹
が
多

く
あ
り
、
観
光
客
な
ど
歩

き
に
く
い
と
い
う
声
が
あ

る
。
早
急
に
お
願
い
す
る
。

◆
パ
ン
給
食

　
　

学
校
の
パ
ン
給
食
の

状
況
は
。

　
　

米
飯
中
心
で
パ
ン
給

食
は
週
１
回
程
度
で
す
。

現
行
業
者
が
、
３
月
で

パ
ン
給
食
か
ら
退
き
ま
す
。

　

他
の
製
造
業
者
に
よ
る

冷
凍
パ
ン
や
前
日
納
品
の

パ
ン
な
ど
の
供
給
が
可
能

で
す
が
、
供
給
配
達
で
き

る
町
内
業
者
の
話
も
あ
り
、

検
討
中
で
す
。

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
（
パ
ソ

コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
使

用
）
が
本
格
的
に
始
ま
る

が
、
先
生
側
の
準
備
は
。

　
　

現
在
、
県
の
研
修
会

に
参
加
し
た
り
、
現
場
で

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
空
調
設
備

　
　

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
は
暑
く
な
る
ま
で

に
間
に
合
う
の
か
。

　
　

３
月
13
日
に
小
中
学

校
の
施
行
業
者
が
決
ま
り
、

着
手
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
６
月
末
ま

で
に
は
完
了
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
奨
学
金
制
度

　
　

南
木
曽
町
の
奨
学
金

制
度
は
。

　
　

広
域
連
合
や
県
の
奨

学
金
制
度
は
あ
り
ま
す
が
、

町
独
自
の
制
度
は
現
在
あ

り
ま
せ
ん
。

Qは
止

A◆
地

Qの
退

A農
林
関
係

◆
山

Q

め
た

A◆
長

Qべ
き

A商
工
関
係

◆
シ

Q
構

A

◆
観

Qの
事

AQ
ル

A要
望

◆
観

Q担
金

A

Qな
い

A◆
博

Qい
る

A土
木
関
係

QかA

意
見教

育
関
係

◆
パ

Q状
況

A

◆QがA◆
空

Qに
間

A◆
奨

Q制
度

A

道路改修が待たれる妻籠 町中線
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与
川
の
山
林
火
災
の

原
因
は
解
明
さ
れ
た
か
。

　
　

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
　

浄
化
槽
設
置
事
業
は
、

い
つ
ま
で
な
の
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
、
期
限

は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

総
務
関
係

Q原
因

A建
設
関
係

Qい
つ

A

　
　

木
曽
病
院
へ
の
通
院

線
の
状
況
は
。

　
　

利
用
現
状
は
、
毎
月

上
下
線
含
め
て
10
人
以
下

で
す
。
実
績
に
合
わ
せ
て

減
額
し
ま
し
た
。

　
　

４
月
か
ら
坂
下
病
院

が
診
療
所
に
な
り
、
坂
下

病
院
か
ら
中
津
川
市
民
病

院
へ
バ
ス
が
２
便
出
る
。

民
生
・
戦
略
関
係

Q線
の

AQ

誰
が
乗
っ
て
も
良
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
町
か
ら
出

て
い
る
バ
ス
と
の
連
絡
は

考
え
て
い
る
か
。

　
　

今
の
段
階
で
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
詳
し
く

調
査
し
て
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

旧
蘭
小
学
校
に
あ
る

ス
チ
ー
ル
製
ロ
ッ
カ
ー
の

用
途
は
。

　
　

ロ
ッ
カ
ー
類
は
、
学

校
の
備
品
で
、
旧
小
学
校

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
山
本
学
園
で
使
用
し
た

い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　

中
学
校
の
英
語
な
ど

の
検
定
料
の
補
助
金
と
、

蘇
南
高
校
の
語
学
研
修
の

補
助
金
の
減
額
理
由
は
。

　
　

英
語
な
ど
検
定
の
補

助
金
は
全
員
分
を
計
上
し

ま
し
た
が
、
英
語
が
33
人
、

数
学
が
15
人
、
漢
字
が
31

人
と
な
り
減
額
し
ま
し
た
。

語
学
研
修
の
補
助
金
は
、

当
初
20
人
の
予
定
が
12
人

と
な
り
減
額
し
ま
し
た
。

考
え

A教
育
関
係

Q用
途

AQ補
助

A

補
正
予
算
審
議
概
要

平
成
31
年
３
月
期
予
算（
一
般
会
計
、特
別
会
計
）

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●会計別補正予算 （単位：千円）

会　　　　　計 補正額 補正後の金額

一般会計 △ 43,508 3,822,847

国民健康保険特別会計 △ 89,414 404,569

簡易水道事業特別会計 △ 2,394 183,028

下水道事業特別会計 △ 212 109,902

農業集落排水事業特別会計 △ 548 80,148

浄化槽市町村整備推進事業特別会計 △ 274 123,323

後期高齢者医療特別会計 60 75,426

事　　業　　名 金　額

公共施設総合管理基金積立金 10,000

旧南部クリーンセンター取り壊し負担金等の確定 △ 12,186

道路維持費除雪対策事業見込み △ 4,440

林業振興一般経費事業見込み △ 2,300

●一般会計補正の主なもの （単位：千円）

平成31年3月期補正予算
（3/26決）

一般会計補正予算　4350万8千円を減額
　　　　　　総額　38億2284万7千円に

　松塩筑木曽老人福祉施設組合2月定例会の
主な内容は次のとおり。
●管理者の専決処分事項の指定の改正
　管理者が専決処分できる損害賠償の上限額
を改定するものです。
●平成30年度一般会計補正予算（第2号）
　6百万円を追加し総額47億6700万千円とな
りました。
●平成31年度一般会計予算
　前年度比1.2%減の46億4000万円で平成31
年度は第5次基本計画（前期計画期間）の最
終年度となります。
　経営環境は、サービス収入減や消費税の影
響、入所待機者の急激な減少、介護職員欠員
の常態化など厳しさを増しています。
　利用者への影響を抑えながら、さらなる施
設運営の効率化を目指します。また、平成31
年度も施設の大規模改修を実施し、施設の老
朽化や入所者の高齢化・重度化への対応を図
ります。

松塩筑木曽老人福祉施設組合
議会報告

　木曽広域連合2月定例会の主な内容は次のとおり。
●火葬場の設置及び管理に関する条例の改正
●廃棄物の処理及び清掃に関する条例の改正
●木曽文化公園条例の改正
●木曽地域高度情報化施設の設置及び管理運営に関す
る条例の改正
●旧南部クリーンセンター可燃ごみ処理施設解体基金
条例の廃止
●工事請負契約の変更
●平成30年度一般会計補正予算（第4号）
　6203万6千円を減額し総額39億8039万1千円となり
ました。
●平成30年度介護保険特別会計補正予算（第4号）
　709万4千円を追加し総額42億6306万9千円となりま
した。

平成 31年度木曽広域連合当初予算（千円）
会計区分 本年度 前年度 比較
一般会計 4,066,543 3,969,588 96,955
介護保険
特別会計 4,275,047 4,077,922 197,125

総　　計 8,341,590 8,047,510 294,080

木曽広域連合議会報告
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 ※一般質問の質疑内容は各議員の編集によります。

　
　

圃
場
整
備
か
ら
ず
い

ぶ
ん
時
間
が
経
っ
て
い
る
。

問
題
の
あ
る
田
ん
ぼ
も
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

何
か
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

　
　

既
に
30
年
経
っ
て
い

る
圃
場
も
あ
り
、
現
状
が

把
握
で
き
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
圃

場
の
現
状
を
確
認
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

３
月
末
に
結
果
が
分
か

り
次
第
、
現
地
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の

検
討
材
料
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

し
っ
か
り
把
握
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
農
地

の
維
持
に
は
、
草
刈
り
、

水
の
管
理
、
消
毒
な
ど
の

支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

中
山
間
地
直
接
支
払
い
交

付
金
や
、
多
面
的
機
能
交

付
金
を
使
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
に
お
い
て
農
地
の
維

持
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

交
付
金
の
繰
越
額
は
。

　
　

繰
越
に
つ
い
て
は
、

各
集
落
協
定
で
使
用
目
的

を
決
め
て
積
み
立
て
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
や
、
個
人

支
払
い
分
に
つ
い
て
も
集

落
協
定
事
で
す
の
で
、
単

純
に
交
付
金
か
ら
の
割
合

で
言
え
ば
、
50
パ
ー
セ
ン

ト
位
が
繰
越
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

そ
の
繰
越
さ
れ
た
交

付
金
を
農
地
の
維
持
に
使

う
よ
う
に
指
導
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

　
　

地
域
の
方
々
と
相
談

し
な
が
ら
、
う
ま
く
農
地

を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う

考
え
て
い
き
ま
す
。

QかA

意
見

QQAQだ
け

A

◆松原　崇文 議員
農地が維持できるように対策を
◆赤坂　　孝 議員
人口減少対策として町の考えは
元号変更による影響は
◆高橋　　進 議員
リニア新幹線工事で町の活性化を
円滑な木曽川右岸道路供用開始を
◆近藤　　隆 議員
会館・分館・集会所の維持管理は
個人水道への支援は

9人の議員が一般質問
  ３月定例会  

◆矢澤　和重 議員
人口減少対策につながる施策を

◆早川　親利 議員
リニア新幹線工事で地元貢献と企業誘致を

◆坂本　　満 議員
施政方針で「困難な時」としているのは

◆伊藤　寿子 議員
出産祝い金の見直し（増額）を

◆北原　隆光 議員
老朽化した分館建て替えの取り組みは

農地が維持できるように対策を
　　調査して対策を検討していく答

松
原　

崇
文 

議
員

圃場整備から何年も経て、問題が生じている田んぼが出てきている

田
ん
ぼ
の
現
状
把
握
と
維
持
対
策
を
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人口減少対策として町の考えは
　　検証のうえ見直しを行う

元号変更による影響は
　　チラシや広報などで周知を行う

答

答

赤
坂　

孝 

議
員

　
　

地
方
創
生
総
合
戦
略

の
出
生
数
減
少
対
策
に
つ

い
て
、
町
の
考
え
は
。

　
　

町
で
は
、
住
環
境
整

備
や
子
育
て
支
援
、
教
育

支
援
な
ど
の
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

出
生
率
は
全
国
値
に
比

べ
る
と
平
均
値
は
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、
夫
婦
１
組

か
ら
２
人
以
上
生
ま
れ
な

い
と
増
え
な
い
計
算
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め

に
、
引
き
続
き
様
々
な
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
　

見
直
し
や
計
画
変
更

は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

現
在
、
不
妊
治
療
助

成
金
や
出
産
後
の
支
援
で
、

出
産
・
子
育
て
の
し
や
す

い
環
境
作
り
や
、
転
出
の

抑
制
、
転
入
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
計
画

期
間
が
平
成
27
年
〜
31
年

度
な
の
で
、
最
終
年
度
と

な
る
31
年
度
に
検
証
し
、

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
　
「
計
画
を
確
実
に
進

め
、
見
直
し
や
ペ
ー
ス
ア

ッ
プ
で
効
果
的
な
施
策
」

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
。

　
　

高
校
卒
業
や
就
職
す

る
人
が
主
な
転
出
者
で
す
。

成
人
式
、
蘇
南
高
校
同
窓

会
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
り

移
住
定
住
の
情
報
提
供
を

し
て
い
ま
す
。

卒
業
式
な
ど
様
々
な
場

面
で
、将
来
、故
郷
の
南
木

曽
町
に
戻
っ
て
き
て
く
れ

る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

あ
ら
ゆ
る
施
策
や
事

業
を
定
住
促
進
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
、
新
年
度
の

最
優
先
課
題
だ
と
思
う
が
、

具
体
的
な
案
は
あ
る
の
か
。

　
　

住
み
や
す
い
町
づ
く

り
を
し
て
い
く
う
え
で
現

在
の
優
先
順
位
と
し
て
は
、

住
環
境
整
備
、
子
育
て
、

教
育
支
援
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
町
営
住
宅
建
設
で

は
多
く
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

今
後
は
様
子
を
見
な
が

ら
、
地
域
経
済
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

多
少
の
リ
ス
ク
を

負
っ
て
で
も
、
家
賃
や
宅

地
造
成
地
の
売
値
を
他
の

市
町
村
よ
り
安
く
し
て
、

転
入
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

な
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

今
上
天
皇
譲
位
に
よ

る
元
号
変
更
に
伴
い
、
新

た
な
業
務
は
生
じ
る
か
。

　
　

新
た
な
業
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
４
月
１
日
に

政
府
よ
り
元
号
公
表
が
行

わ
れ
、
５
月
か
ら
施
行
と

な
り
ま
す
の
で
、
作
成
し

た
文
書
の
修
正
が
必
要
で

す
。ま

た
、
税
収
納
や
戸
籍

事
務
な
ど
電
算
が
関
係
す

る
業
務
の
年
度
表
示
は
、

シ
ス
テ
ム
上
〝
平
成
31
年

度
〞
と
な
り
ま
す
。

　
　

業
務
繁
忙
が
予
測
さ

れ
る
が
、
町
の
対
応
は
。

　
　

電
算
処
理
は
、
変
更

事
務
処
理
を
４
月
８
日
以

降
に
行
い
ま
す
。
婚
姻
届

け
が
５
月
１
日
に
集
中
す

る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

国
・
県
か
ら
具
体
的
な

通
知
は
、
ま
だ
来
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
　

４
月
末
〜
５
月
初
旬

が
10
連
休
に
な
る
予
定
だ

が
、
住
民
へ
の
対
応
は
。

　
　

役
場
は
10
連
休
と
な

り
ま
す
が
、
ゴ
ミ
収
集
と

焼
却
場
は
通
常
通
り
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
戸
籍
な
ど

の
届
出
は
通
常
の
休
日
時

受
付
と
同
様
で
す
。

地
域
バ
ス
や
木
曽
病
院

バ
ス
に
つ
い
て
は
通
常
運

行
で
す
が
、
与
川
線
を
除

く
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
運
休

し
ま
す
。

ま
た
、
木
曽
病
院
は
４

月
30
日
、
５
月
２
日
は
通

常
診
察
予
定
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
　

チ
ラ
シ
や
広
報
で
の

周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

周
知
を
行
い
ま
す
。

Qい
て

AQは
行

A

Qと
あ

A

Q具
体

A意
見

Qた
な

AQれ
る

A

QがAQ周
知

A

南木曽町出生数実績

27年度： 21人
28年度： 24人
29年度： 16人
30年度： 19人

南木曽町転入出状況

■転入
27年度： 92人
28年度：117人
29年度：114人
30年度： 79人

■転出
27年度：164人
28年度：140人
29年度：145人
30年度： 86人

※30年度の数値は平
成31年３月１日現
在のものです。

元
号
変
更
に
伴
う
影
響
、

 

対
策
を
万
全
に

転
入
に
繋
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
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リニア新幹線工事で町の活性化を
　　力を入れて進めていきたい

円滑な木曽川右岸道路供用開始を
　　引き続き、県への要望をしていく

答

答

高
橋　

進 

議
員

　
　

リ
ニ
ア
工
事
に
伴
う
、

町
内
工
事
業
者
・
資
材
・

宿
舎
な
ど
に
つ
い
て
、
町

と
の
関
わ
り
や
取
り
組
み

を
伺
う
。

　
　

リ
ニ
ア
夏
虫
非
常
口

の
入
札
が
終
わ
り
、
業
者

が
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

資
材
の
調
達
な
ど
は
、

地
域
貢
献
に
繋
が
る
よ
う

に
商
工
会
と
共
に
お
願
い

を
す
る
予
定
で
す
。

　
　

中
津
川
市
に
車
両
基

地
が
で
き
、
町
内
か
ら
遠

方
へ
の
通
勤
も
可
能
と
な

Qを
伺

A

Q

る
。特

に
南
木
曽
駅
周
辺
は
、

電
車
で
行
く
こ
と
も
可
能

で
大
変
便
利
な
場
所
で
あ

る
。
和
合
地
区
の
貯
木
場

や
周
辺
の
民
有
地
も
良
い

場
所
と
思
わ
れ
る
。
宅
造

や
町
営
住
宅
の
建
設
を
進

め
て
欲
し
い
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

　
　

森
林
管
理
署
と
も
協

議
は
し
て
い
ま
す
が
、
代

替
地
に
適
地
が
な
く
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
他
の
個
人

所
有
地
に
つ
い
て
は
、
ミ

ニ
宅
造
の
適
地
が
あ
れ
ば

町
で
も
検
討
し
ま
す
が
、

基
本
と
し
て
は
個
々
の
対

応
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　

駅
東
口
（
和
合
方

面
）
の
開
設
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　

東
京
か
ら
中
津
川
市

に
は
１
時
間
で
来
る
こ
と

が
で
き
る
と
聞
く
が
、
中

津
川
駅
か
ら
南
木
曽
駅
は

列
車
の
接
続
が
悪
く
、
３

時
間
近
く
か
か
っ
て
し
ま

う
。
増
便
を
要
望
す
べ
き

で
は
。

　
　
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
の
増

便
は
、
長
年
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
が
、
利
用
者
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
要
望
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

町
の

A

要
望

Qで
は

A

　
　

最
近
、
妻
籠
宿
へ
の

観
光
客
が
馬
籠
宿
と
比
べ

て
減
少
し
て
い
る
と
聞
く
。

工
事
が
始
ま
る
と
、
土

砂
運
搬
車
両
の
通
行
で
、

観
光
客
が
よ
り
減
少
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
声
を
聞
く
。
比
較
す

る
基
準
は
。

　
　

日
時
設
定
な
ど
比
較

基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

統
計
を
確
認
し
て
い
き
ま

す
。観

光
客
の
誘
客
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

Qる
基

A

　
　

右
岸
道
路
の
戸
場
か

ら
川
向
ま
で
25
年
の
歳
月

を
経
て
31
年
度
に
開
通
し
、

供
用
が
開
始
さ
れ
る
と
聞

く
。し

か
し
、
高
瀬
橋
や
天

白
公
園
付
近
で
は
大
型
車

両
と
の
す
れ
違
い
が
困
難

で
あ
り
、
対
策
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
町
の
考
え

は
。

　
　

引
き
続
き
、
県
へ
の

要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

供
用
開
始
後
に
混

乱
が
な
い
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

Q

はA要
望

宅造・駅東口が期待される和合地区

大型車の通行が心配される高瀬橋付近

南
木
曽
駅
周
辺
整
備
な
ど
、

 

地
域
貢
献
や
観
光
客
増
に

高
瀬
橋
や
天
白
公
園
付
近
は
、

 

大
型
車
両
と
の
す
れ
違
い
困
難
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会館・分館・集会所の維持管理は
　　調査して対応していく答

近
藤　

隆 

議
員

　
　

南
木
曽
会
館
は
、
町

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と

し
て
重
要
な
建
物
だ
が
、

築
40
年
が
経
過
し
、
外
観

の
汚
れ
や
壁
の
は
が
れ
が

目
立
つ
。
今
後
の
対
応
は
。

　
　

31
年
度
調
査
を
し
、

改
築
も
含
め
て
管
理
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　
　

耐
震
性
の
問
題
は
。

　
　

昭
和
56
年
の
建
築
基

準
法
に
適
用
さ
せ
て
設
計

し
て
い
ま
す
。

　
　

分
館
に
つ
い
て
も
、

今
後
ど
の
よ
う
に
維
持
管

理
し
て
い
く
の
か
。

　
　

分
館
も
調
査
し
て
、

個
別
に
計
画
を
立
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

地
区
集
会
所
は
、
町

か
ら
地
区
へ
管
理
を
委
託

し
て
い
る
が
、
耐
用
年
数

は
。

　
　

国
が
定
め
る
基
準
で

は
、
木
造
建
物
は
24
年
で

す
。

　
　

集
会
所
は
、

災
害
時
の
避
難
所

と
し
て
も
重
要
な

建
物
で
あ
る
が
、

老
朽
化
で
鉄
板
屋

根
の
塗
装
が
は
が

れ
て
傷
み
が
見
え

る
箇
所
も
あ
る
。

塗
装
は
補
助
対
象

に
な
ら
な
い
か
。

　
　

町
の
集
会
所

整
備
事
業
補
助
要

綱
で
は
、
対
象
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

補
助
要
綱
が
作
成
さ

れ
た
時
点
で
は
、
地
区
の

住
民
が
屋
根
に
登
っ
て
ペ

ン
キ
塗
り
を
す
る
こ
と
が

想
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
高
齢
化
や
人
が
減

っ
て
お
り
作
業
が
難
し
い

た
め
、
町
の
補
助
対
象
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
に
は
、
地
域
づ
く

り
支
援
金
事
業
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
制
度
を
利

用
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

耐
用
年
数
が
過
ぎ

て
経
年
劣
化
に
よ
る
屋
根

の
葺
き
替
え
と
な
る
と
、

か
な
り
の
工
事
費
が
か
か

る
。
定
期
的
に
屋
根
の
塗

装
を
行
い
、
建
物
を
少
し

で
も
長
く
使
う
こ
と
に
よ

り
、
町
と
地
区
の
負
担
が

軽
減
で
き
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
現
状
に
合
わ
せ
た

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

町
に
は
、

５
箇
所
の
簡
易

水
道
と
19
箇
所

の
小
規
模
水
道

が
あ
る
が
、
こ

の
給
水
区
域
に

入
っ
て
い
な
い

個
人
水
道
が
あ

る
。
そ
の
箇
所

数
と
一
人
住
ま

い
の
個
人
水
道

の
箇
所
数
は
。

　
　

総
数
は
27

箇
所
で
一
人
住

ま
い
の
方
の
箇

所
は
８
箇
所
で
す
。

　
　

町
長
施
政
方
針
に
今

年
度
小
規
模
水
道
の
調
査

を
し
て
将
来
的
な
見
直
し

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
個
人
水
道
に
つ
い
て
も

施
設
の
状
況
を
調
査
で
き

な
い
か
。

　
　

30
・
31
年
度
に
小
規

模
水
道
の
調
査
や
聞
き
取

り
を
行
い
な
が
ら
ま
と
め

て
い
く
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

個
人
水
道
に
つ
い
て
も

調
査
す
る
方
向
で
検
討
し

ま
す
。

　
　

調
査
の
結
果
に
も
よ

る
が
、
町
で
は
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
か
。

　
　

一
施
設
20
万
円
を
限

度
に
補
助
が
で
き
ま
す
。

　
　

個
人
水
道
の
維
持

管
理
は
、
特
に
高
齢
者
の

方
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
調
査

と
合
わ
せ
て
支
援
を
お
願

い
す
る
。

Q目
立

AQQA

Q理AQはA

Qに
な

A

Q
て

A意
見

Qの
箇

AQな
い

A

Qな
支

A意
見

老朽化が心配される集会所

山の水を貯めるタンク

集
会
所
の
屋
根
、

 

維
持
補
修
を
補
助
対
象
に

個
人
水
道
へ
の
支
援
は
あ
る
の
か
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人口減少対策につながる施策を
　　各事業を一貫して結び付けていく答

矢
澤　

和
重 

議
員

　
　
「
人
口
減
少
対
策
は
、

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
む
」
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

人
口
減
少
に
は
、

様
々
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
に
対
す
る
取
り

組
み
を
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

特
に
住
環
境
整
備
、
出

産
、
子
育
て
教
育
の
環
境

整
備
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。
ど
の
事
業
も
人
口

減
少
対
策
の
一
環
で
あ
り
、

定
住
化
に
結
び
つ
く
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
行
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　

人
口
減
少
は
、
端
や

辺
地
か
ら
進
ん
で
い
く
と

思
わ
れ
る
。
住
環
境
整
備

と
し
て
田
立
の
ユ
ー
ア
イ

住
宅
が
完
成
し
た
。
全
戸

入
居
が
決
ま
り
良
い
傾
向

だ
と
思
う
が
、
町
と
し
て

一
極
集
中
を
目
指
す
の
か
、

全
体
を
守
る
の
か
。

　
　

色
々
な
考
え
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
に
考
え
を

聞
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
を
見
て
判
断
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

２
月
９
日
に
「
若
者

フ
ェ
ス
」
が
開
催
さ
れ
た
。

多
く
の
若
者
が
参
加
し
て

盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
大

変
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

住
ん
で
い
る
人
が
楽
し
い

と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

　
　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ

と
思
い
ま
す
。「
住
ん
で

良
か
っ
た
。
住
む
な
ら
南

木
曽
」
と
い
う
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議
を

は
じ
め
、
若
者
が
活
躍
で

き
る
場
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
「
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
る
」
と
あ

る
が
そ
の
施
策
は
。

　
　

農
政
で
は
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
農
泊
推
進
協
議
会
が

国
の
補
助
金
を
受
け
て
民

間
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
場
産
品
を
使
い
ま
す
の

で
色
ん
な
経
済
効
果
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
な
ぎ
そ

薬
草
の
会
も
、
直
接
、
国

の
補
助
金
を
受
け
て
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

林
業
で
は
、
森
林
環
境

譲
与
税
関
係
で
す
が
都
市

部
に
も
配
分
さ
れ
た
も
の

を
活
用
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
県
の
林
務
部
も
力
を

入
れ
る
中
、
各
町
村
長
も

愛
知
中
部
水
道
企
業
団
に

出
向
き
話
を
進
め
て
い
ま

す
。
南
木
曽
町
は
、
長
久

手
市
と
友
好
連
携
を
し
て

い
ま
す
の
で
連
携
し
て
い

い
成
果
が
出
せ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

木
材
利
用
で
は
、
妻
籠

公
民
館
建
設
を
地
元
の
木

を
使
い
、
地
元
企
業
、
事

業
者
も
関
わ
っ
て
作
る
よ

う
に
研
究
し
て
い

ま
す
。
観
光
関
係

で
は
、
観
光
協
会

の
法
人
化
を
こ
の

７
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
観
光
振

興
が
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税

増
税
に
と
も
な
い

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
を
行
い
ま

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
推
進
も
行

い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

地
域
経
済

が
良
く
な
れ
ば
、

町
も
元
気
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
是
非
お
願
い
し
た
い
。

　
　

リ
ニ
ア
も
工
事
が
始

ま
る
こ
と
で
経
済
効
果
が

あ
る
と
思
う
が
、
町
に
は

平
ら
な
土
地
が
な
い
。
町

と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
Ｊ
Ｒ
と
交
渉
し
て
い

ま
す
が
、
回
答
待
ち
で
す
。

工
事
業
者
も
決
ま
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
で

都
市
部
に
も
配
分
さ
れ
た

も
の
を
、
活
用
す
る
仕
組

み
を
推
進
し
て
欲
し
い
。

町
長
は
町
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
マ
ン
な
の
で
し
っ
か

り
と
地
場
産
品
の
ア
ピ
ー

ル
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
、
木
工

品
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

中
で
良
い
お
話
も
い
た
だ

き
ま
す
が
、
現
実
と
し
て

都
市
は
人
口
も
多
く
、
大

量
注
文
が
き
た
と
き
に
対

応
で
き
る
か
が
難
し
い
状

況
で
す
。
対
応
出
来
る
体

制
や
人
材
づ
く
り
も
必
要

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

Qる
の

AQ全
体

A

Q考
え

AQる
が

A

意
見

QとAQル
を

A

2 月 9日開催の「若者フェス」のひとコマ

地
域
経
済
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
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リニア新幹線工事で地元貢献と
企業誘致を
　　引き続き、要望と取り組みを行っていく答

早
川　

親
利 

議
員

　
　

町
内
の
建
設
協
会
か

ら
も
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
町
内
業
者
の
下
請

け
可
否
や
、
地
元
で
調
達

で
き
る
諸
材
料
・
宿
泊
施

設
・
生
活
用
品
な
ど
、
何

が
ど
れ
だ
け
必
要
か
、
調

査
や
検
討
を
し
た
か
。

　
　

今
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
東
海

と
の
協
議
や
近
隣
の
山
口

工
区
の
現
状
を
み
る
と
、

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
骨
材

な
ど
の
建
設
資
材
や
軽
油
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
、

働
く
人
た
ち
の
弁
当
な
ど

の
食
材
が
地
元
で
調
達
で

き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

一
日
に

必
要
と
な
る

も
の
の
数
量

を
具
体
的
に

把
握
し
て
お

か
な
い
と
、

急
に
示
さ
れ

て
も
調
達
で

き
な
い
こ
と

が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
事

前
に
調
査
し
、

町
内
業
者
に
示
す
よ
う
な

こ
と
を
行
う
か
。

　
　

今
ま
で
の
対
策
協
議

会
の
中
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に

は
地
元
貢
献
に
つ
い
て
協

議
や
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
東

海
や
請
負
業
者
に
対
し
、

長
野
県
と
も
協
力
し
て
地

元
で
調
達
で
き
る
物
や
数

量
な
ど
を
合
わ
せ
て
調
整

し
ま
す
。

　
　
　

先
日
、
山
口
工
区

を
見
学
し
た
時
に
、
地
元

の
諸
材
料
等
が
入
っ
て
い

Q査
や

AQ

こ
と

A意
見

た
。
こ
れ
は
、
中
津
川
市

や
商
工
会
議
所
が
中
心
と

な
っ
て
協
議
を
行
っ
た
よ

う
だ
。
大
手
か
ら
の
調
達

が
決
ま
っ
て
し
ま
う
前
に
、

早
急
に
交
渉
を
進
め
て
、

少
し
で
も
町
が
活
性
化
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

　
　

施
政
方
針
の
中
で
、

今
ま
で
は
「
働
く
場
所
が

な
い
、
仕
事
が
な
い
」
と

さ
れ
て
い
た
が
、今
は「
働

く
人
が
い
な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
る
と
し
て
、
人
口

減
少
に
よ
り
人
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
で
、
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
取

り
組
み
を
行
う
と
示
し
て

い
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
状
況

で
企
業
誘
致
し
て
も
働
く

人
は
集
ま
ら
な
い
。
そ
こ

で
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

開
通
に
伴
い
、
関
東
方
面
、

中
京
・
関
西
方
面
か
ら
会

社
の
一
部
分
や
研
究
所
な

ど
比
較
的
小
さ
な
会
社
を

人
と
と
も
に
誘
致
す
る
と

い
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
町
内
で
も
人
材
の
確

保
が
厳
し
い
状
況
が
あ
り

ま
す
。
平
成
32
年
度
に
は
、

木
曽
広
域
テ
レ
ビ
の
光
化

事
業
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通

信
）
が
行
わ
れ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
が
大
幅
に
向

上
す
る
中
で
情
報
通
信
技

術
を
利
用
し
た
テ
レ
ワ
ー

ク
が
可
能
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

仕
事
と
休
日
を
両
立
す

る
リ
ゾ
ー
ト
テ
レ
ワ
ー
ク

の
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
は

働
き
方
改
革
を
加
速
す
る

事
業
で
す
。
ま
た
、
移
住

者
や
地
域
の
人
々
と
関
わ

る
関
係
人
口
を
増
や
す
取

り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

町
内
の
空
き
家
な
ど
を

利
用
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
都
市
の
企
業
の

一
部
な
ど
を
誘
致
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
　

企
業
が
リ
ニ
ア
新
幹

線
を
利
用
す
る
に
は
、
リ

ニ
ア
の
乗
車
駅
ま
で
の
交

QいA

Q

通
機
関
（
在
来
線
）
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
。
南
木

曽
駅
始
発
の
快
速
電
車
や
、

南
木
曽
駅
着
の
電
車
の
本

数
を
増
や
す
要
望
は
。

　
　

木
曽
広
域
連
合
の
交

通
網
対
策
協
議
会
が
要
望

を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
木

曽
が
一
体
と
な
っ
た
新
し

い
組
織
も
出
来
る
予
定
で

す
。
リ
ニ
ア
乗
車
駅
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
は
重
要
な
課

題
で
、
木
曽
郡
全
体
で
要

望
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　

リ
ニ
ア
新
幹
線
の

開
通
に
よ
り
、
日
帰
り
出

張
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、

若
い
人
々
や
子
育
て
世
帯

の
移
住
促
進
に
繋
が
る
。

自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と

子
育
て
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
都
会
の
待
機
児
童

も
解
消
で
き
、
保
育
園
や

学
校
の
子
供
た
ち
も
増
え

る
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク

を
利
用
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
で
働
く
こ
と
は
、

町
に
住
ん
で
都
会
で
働
く

イ
メ
ー
ジ
に
も
な
る
た
め
、

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

数
を

A意
見

リニア新幹線の模型

リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
で
地
元
貢
献
を

積
極
的
な
企
業
誘
致
を
お
願
い
し
た
い
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施政方針で「困難な時」として
いるのは
　　未だ経験していない人口急減社会答

坂
本　

満 

議
員

　
　

施
政
方
針
で
町
が

「
困
難
な
時
」
と
し
て
い

る
が
。

　
　

人
口
が
急
激
に
減
っ

て
い
く
と
い
う
い
ま
ま
で

に
経
験
し
て
い
な
い
社
会

を
歩
ん
で
い
ま
す
。

労
働
生
産
人
口
や
若
い

世
代
が
少
な
い
こ
と
が

様
々
な
場
面
で
影
響
を
及

ぼ
し
始
め
て
お
り
、
町
が

待
っ
た
な
し
で
取
り
組
ま

な
く
て
は
い
け
な
い
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
を
防
ぐ
た
め
の
基
本

的
な
対
策
と
し
て
は
、

①
出
生
率
を
上
げ
る
。

②
人
口
流
出
を
防
ぐ
。

③
移
住
者
を
増
や
す
。

の
３
つ
で
す
。

多
岐
に
渡
る
施
策
と
、

限
ら
れ
た
財
源
で
効
率
的

に
行
う
優
先
順
位
を
付
け

た
取
り
組
み
な
ど
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　
　

保
育
料
無
償
化
が
、

消
費
税
増
税
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
問

題
だ
。
給
食
費
が
保
護

者
負
担
と
な
る
よ
う
だ

が
。

　
　

町
は
今
後
も
主
食
、

副
食
も
公
費
で
対
応
し

ま
す
。
未
満
児
も
援
助

の
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

少
人
数
保
育
へ
の

不
安
が
あ
る
が
、
国
は

「
保
育
マ
マ
」（
定
員
１

〜
５
人
）
な
ど
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
保

Qる
が

A

保
育
園
の
給
食

費　

今
後
も
公

費
で
対
応

Q
がAQ

育
が
可
能
と
し
て
い
る
。

　
　

集
団
の
中
で
育
っ
て

欲
し
い
と
い
う
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
的
背
景
と

し
て
保
育
所
指
針
が
大
幅

に
改
訂
さ
れ
、
保
育
所
で

も
幼
児
教
育
を
行
い
、
卒

園
時
に
気
づ
き
や
学
ぶ
姿

勢
な
ど
を
小
学
校
に
繋
げ

て
い
く
流
れ
が
あ
り
、
対

応
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

少
人
数
の
問
題
を
、

子
ど
も
の
発
達
の
視
点
か

ら
考
え
て
い
け
る
場
所
や

講
演
会
な
ど
の
実
施
を
提

案
し
て
お
き
た
い
。

　
　

保
育
士
が
疲
弊
し
な

い
環
境
づ
く
り
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
　

こ
こ
数
年
、
未
満
児

を
預
か
る
需
要
が
増
え
て

お
り
、
定
員
の
見
直
し
も

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
保

育
士
の
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
の
が
実
状
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る

中
で
、
受
入
体
制
の
整
備
、

保
育
士
の
待
遇
も
含
め
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

育
が

A意
見

Q

れ
て

A

　
　

１
月
30
日
の
説
明
会

で
、
一
日
の
乗
降
客
が
中

津
川
で
９
８
６
４
人
と
い

う
数
字
を
長
野
県
が
示
し

た
。Ｊ

Ｒ
東
海
は
経
済
状
況

に
合
わ
せ
て
列
車
の
本
数

を
変
え
る
と
述
べ
、
駅
に

何
人
降
り
る
の
か
、
列
車

が
何
本
走
る
の
か
は
何
も

語
ら
な
か
っ
た
。
数
字
に

は
根
拠
が
あ
る
の
か
。

　
　

県
の
推
進
室
が
説
明

し
た
以
上
の
説
明
は
特
に

受
け
て
は
い
ま
せ
ん
。

Q

は
根

A

　
　
「
木
曽
地
域
医
療
調

整
会
議
」
が
議
論
を
重
ね

て
い
る
が
、
住
民
は
病
院

問
題
な
ど
で
困
っ
て
お
り
、

こ
の
調
整
会
議
は
そ
の
役

割
を
果
た
す
場
所
で
は
な

い
か
。

　
　

機
会
が
あ
る
ご
と
に

現
場
の
考
え
、
地
域
の
声

を
関
係
者
に
伝
え
て
き
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

坂
下
病
院
に
つ
い
て
は

１
月
に
中
津
川
市
長
と
会

う
機
会
が
あ
り
、
と
も
に

地
域
医
療
改
善
を
国
、
県

へ
訴
え
て
い
こ
う
と
話
し

を
し
ま
し
た
。

木
曽
地
域
医
療

調
整
会
議
の
役

割Qい
か

A

森林と地帯に拡がる様々な資源

４月から診療所となる国保坂下病
院。介護を含めた地域医療の拠点
づくりが改めて問われている。

困
難
へ
の
取
り
組
み
の
基
本
示
す

リ
ニ
ア
駅
、
乗
降
客
数
の
根
拠
は
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町
長
施
政
方
針
の

「
元
気
に
育
て
な
ぎ
そ
っ

子
」
の
中
に
、
こ
の
春
入

学
式
の
な
い
小
学
校
が
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
わ
が

町
も
決
し
て
他
人
事
で
は

な
い
。

昨
年
度
の
出
生
数
は
16

人
、
今
年
度
は
20
人
と
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

今
の
子
育
て
支
援
が
本

当
に
充
実
し
て
い
る
と
い

え
る
の
か
。

　
　

町
で
は
、
不
妊
不
育

治
療
の
補
助
、
新
生
児
聴

覚
検
査
へ
の
補
助
、
無
償

の
親
子
歯
科
検
診
の
実
施
、

保
育
園
給
食
費
の
無
償
化
、

入
学
祝
品
の
贈
呈
、
中
学

校
学
力
検
定
試
験
の
補
助

制
度
、
中
３
・
高
３
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
注
射

無
料
接
種
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
を
、
こ
の
数
年

Q

え
る

A

で
目
に
見
え
る
形
で
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
う
い
っ
た
支
援
策

は
、
若
い
親
世
代
に
ち
ゃ

ん
と
周
知
さ
れ
て
い
る
か
。

以
前
に
質
問
し
た
時
に
は

こ
れ
か
ら
ま
と
め
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ぎ
そ

で
知
ら
せ
る
と
の
事
だ
っ

た
が
。

　
　

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
な
ぎ
そ
も
見
た
が
、
も

う
少
し
簡
略
に
分
か
り
や

す
く
し
た
方
が
い
い
の
で

は
。
対
象
者
に
は
そ
の
都

度
知
ら
せ
て
い
る
か
。

　
　

個
別
に
通
知
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

Q

AQ度
知

A

　
　

子
育
て
支
援
策
と
し

て
出
産
祝
い
金
が
一
子
に

つ
き
２
万
円
で
は
、
少
な

い
と
は
思
え
な
い
か
。

　
　

金
額
を
増
や
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
と
は
限
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

自
立
推
進
計
画
に
よ

っ
て
削
減
さ
れ
た
も
の
と

思
う
が
。

　
　

そ
う
で
す
。
以
前
は

10
万
円
の
時
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
効
果
は
得

ら
れ
な
い
と
の
判
断
も
あ

り
ま
し
た
。

　
　

あ
れ
か
ら
十
数
年
経

っ
て
い
る
。
当
時
は
ま
だ

子
ど
も
も
あ
る
程
度
生
ま

れ
て
い
た
と
思
う
。
こ
こ

ま
で
少
な
く
な
る
と
は
、

誰
が
予
想
で
き
た
だ
ろ
う

か
。
も
う
見
直
す
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
。

　
　

祝
い
金
を
増
や
す
よ

り
、子
ど
も
を
産
み
た
い
・

南
木
曽
町
で
子
育
て
し
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
子
育

て
支
援
策
を
充
実
さ
せ
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
を
優
先
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

支
援
策
は
大
い
に

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

ま
ず
は
子
ど
も
が
生
ま
れ

な
い
こ
と
に
は
始
ま
ら
な

い
。
こ
れ
は
、
若
い
母
親

た
ち
の
要
望
で
あ
る
と
同

時
に
、
南
木
曽
の
子
ど
も

は
我
々
町
民
の
子
ど
も
で

も
あ
る
、
と
の
思
い
か
ら

で
あ
る
。
上
松
町
、
大
桑

村
と
比
べ
て
も
か
な
り
少

な
い
。
若
い
子
育
て
世
代

を
応
援
す
る
と
い
う
意
味

で
、
今
一
度
「
出
産
祝
い

金
の
見
直
し
」
を
要
望
す

る
。

Qい
と

AQ思AQ

来
て

A意
見

出産祝い金の見直し（増額）を
　　子育て支援策は他にも色々ある答

伊
藤　

寿
子 

議
員

おやこのひろばの様子

※イメージ写真

子
育
て
支
援
は
充
実
し
て
い
る
か

出
産
祝
い
金
の
見
直
し（
増
額
）を
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老朽化した分館建て替えの
取り組みは
　　地域経済が潤うように計画答

北
原　

隆
光 

議
員

　
　

分
館
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
各
分
館
と
も
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
公

共
施
設
管
理
計
画
に
伴
い

進
め
る
と
思
う
が
、
町
の

取
り
組
み
は
。

　
　

各
分
館
、
整
備
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
今
回
行

う
妻
籠
分
館
（
町
並
み
交

流
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
木
材
を
使
用

し
地
元
の
業
者
も
関
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
地
域
経
済

が
少
し
で
も
潤
う
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。
木
造
建

築
物
は
課
題
も
多
い
が
、

専
門
家
に
も
お
願
い
す
る

中
で
建
設
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
ま
す
。

　
　
　

町
有
林
の
木
材
を

活
用
し
て
、
山
か
ら
木
を

搬
出
し
、
製
材
、
建
設
ま

で
町
内
業
者
で
賄
う
「
地

産
地
消
」
の
シ
ス
テ
ム
は
、

町
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
る

と
良
い
と
考
え
ま
す
。
今

ま
で
に
な
い
大
変
な
事
業

と
な
る
が
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

Q取A要
望

　
　

保
育
所
審
議
会
の
答

申
に
つ
い
て
、
保
護
者
、

審
議
会
で
の
意
見
は
尊
重

し
ま
す
。
し
か
し
、
保
育

園
の
問
題
は
保
育
園
だ
け

の
問
題
で
な
く
地
域
、
町

全
体
に
関
わ
る
大
き
な
問

題
で
す
。
２
年
後
の
統
合

を
示
さ
れ
た
が
町
の
考
え

は
。

　
　

６
月
議
会
で
は
皆
様

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、

様
々
な
意
見
を
考
慮
し
た

中
で
、
時
期
や
具
体
的
な

方
法
な
ど
方
向
性
を
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

町
長
が
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
安
心
し
た
。

地
域
か
ら
保
育
園
が
な
く

な
れ
ば
、
若
い
人
の
定
住

は
皆
無
に
な
る
と
感
じ
る
。

蘭
地
区
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
は
30
年
で
８
人
、
前
年

は
７
人
、
前
々
年
度
は
６

人
で
、
若
い
人
が
集
ま
り

QはA

要
望

元
気
な
地
区
と
な
っ
て
い

る
。
小
中
学
校
が
な
く
て

も
、
家
の
近
く
に
保
育
園

が
あ
る
こ
と
で
安
心
し
て

仕
事
に
行
け
る
。

　

３
歳
の
子
供
が
初
め
て

社
会
へ
出
る
一
歩
の
場
が

保
育
園
で
あ
る
。
保
育
園

は
幼
稚
園
と
違
い
、
教
育

を
す
る
所
で
な
く
預
か
る

所
で
あ
る
。「
安
心
し
て

預
け
る
こ
と
が
で
き
、
働

け
る
」
そ
の
よ
う
な
地
域
、

町
の
政
策
で
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
う
。
地
域
の

文
化
、
伝
統
を
守
る
た
め

に
も
、
努
力
を
お
願
い
し

た
い
。
一
人
で
も
人
口
を

増
や
す
信
念
と
し
て
も
、

２
年
後
に
統
合
す
る
政
策

は
、
地
域
や
町
の
過
疎
を

促
進
さ
せ
る
政
策
で
は
な

い
か
。
し
っ
か
り
協
議
、

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

町
で
は
長
時
間
に
わ

た
り
協
議
を
開
催
し
、
課

題
に
対
し
協
議
し
て
き
た
。

水
源
、
残
土
運
搬
処
理

な
ど
の
問
題
、
リ
ニ
ア
関

連
事
業
で
の
地
域
振
興
、

活
性
の
面
で
Ｊ
Ｒ
東
海
・

県
・
広
域
の
最
近
の
取
り

組
み
に
変
化
は
あ
る
か
。

　
　

町
直
接
の
事
業
で
な

い
の
で
、
協
議
も
難
し
い

為
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
町
と
の

間
に
県
が
入
り
、
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。
広

瀬
工
区
の
企
業
体
は
、
清

水
、
三
井
住
友
、
東
急
Ｊ

Ｖ
に
決
ま
り
ま
し
た
。

着
工
ま
で
に
協
定
、
取

り
決
め
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
具

体
的
に
公
表
で
き
る
状
態

で
は
な
い
の
で
、
決
ま
り

次
第
議
会
、
協
議
会
へ
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

広
瀬
工
区
の
企
業

体
が
決
ま
っ
た
。
水
道
水

源
、
残
土
に
つ
い
て
は
大

山
蘭
簡
水
が
一
番
急
ぐ
問

題
と
な
る
。
運
輸
機
構
、

企
業
体
へ
早
め
の
対
応
、

取
り
組
み
を
協
議
す
る
こ

と
を
提
言
す
る
。

Q組
み

A

意
見

長野県産木材のみを用い、地場の大工・工務店だ
けで加工・施行を行った施設

公
民
館
は
地
産
地
消
で
の
建
築
を

保
育
所
統
合
を
急
ぐ
必
要
は
な
い

リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
の
進
捗
状
況
は
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新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

説
明
概
要

昨
年
５
月
に
成
立
し
た

森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ

き
、
４
月
よ
り
実
施
が
始

ま
り
ま
す
。

森
林
経
営
意
欲
の
低
い

所
有
者
か
ら
町
に
管
理
を

移
譲
し
、
林
業
経
営
に
適

し
た
森
林
と
経
営
に
適
さ

な
い
森
林
を
区
分
し
ま
す
。

適
し
た
森
林
は
、
意
欲
の

あ
る
林
業
経
営
者
に
委
託

し
て
主
伐
を
含
む
管
理
を

し
、
適
さ
な
い
森
林
は
町

が
管
理
し
ま
す
。
効
果
的

な
運
用
の
た
め
に
市
町
村

の
広
域
連
携
体
制
で
対
応

を
図
り
ま
す
。

森
林
譲
与
税
は
平
成
31

年
度
か
ら
町
に
９
百
万
円

（
人
口
、
民
間
林
業
従
事

者
数
、
民
有
林
植
林
面
積

に
よ
り
算
定
）
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
譲
与
税
の
原
資

と
な
る
森
林
環
境
税
千
円

は
、
平
成
36
年
度
よ
り
住

民
税
均
等
割
と
併
せ
て
徴

収
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
効
果

的
に
運
用
す
る
た
め
に
、

南
木
曽
町
森
林
経
営
管
理

て
解
散
と
し
、
今
後
は
町

が
組
合
の
国
有
林
野
貸
付

権
利
の
譲
渡
を
受
け
る
も

の
で
す
。

■
解
散
理
由

①
飼
料
確
保
の
変
化

（
ｗ
ｃ
ｓ
作
付
等
※
）

②
農
機
具
の
老
朽
化
、
組

合
員
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）

の
高
齢
化

③
牧
草
の
生
育
低
下
（
収

穫
量
の
低
下
）

※
稲
発
酵
粗
飼
料

基
金
条
例
の
制
定
を
し
ま

す
。妻

籠
宿
内
の

空
家
対
策
事
業

説
明
概
要

櫻
井
家
は
、
解
体
し
新

た
に
建
物
を
建
設
し
ま
す
。

田
原
家
は
、
２
階
建
て
を

平
屋
に
改
修
し
ま
す
。
２

軒
と
も
観
光
交
流
施
設
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

木
材
利
用
調
査（
報
告
）

説
明
概
要

平
成
30
年
度
に
木
材
利

用
懇
談
会
を
組
織
し
、
木

材
利
用
推
進
の
展
望
に
つ

い
て
、
長
野
県
林
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
協
会
に
委
託

し
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
よ
る

調
査
、
考
察
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

町
内
の
木
材
を
有
効
活

用
し
、
地
域
経
済
波
及
効

果
を
図
る
も
の
で
す
。

農
事
組
合
法
人「
長
者
畑
草
地
利
用
組
合
」の
解
散

説
明
概
要

飯
伊
木
曽
畜
産
基
地
建

設
事
業
の「
長
者
畑
団
地
」

(

長
者
畑
採
草
地)

と
し

て
農
用
地
整
備
公
団
に
よ

り
整
備
さ
れ
、
町
に
移
管

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
管
理

を
す
る
た
め
に
、
平
成
４

年
３
月
に
農
事
組
合
法
人

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
31
年
３
月
31
日

の
契
約
期
間
満
了
を
も
っ

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

就
業・移
住
支
援
事
業

説
明
概
要

生
産
人
口
が
減
少
し
て

い
る
地
方
に
、
都
市
部
か

ら
人
口
を
流
入
さ
せ
地
域

活
力
の
維
持
活
性
化
を
図

る
事
業
で
す
。

都
市
部
か
ら
の
移
住
就

業
者
に
対
し
、
移
住
に
要

す
る
経
費
（
引
っ
越
し
費

用
・
住
宅
確
保
費
用
等
）

を
助
成
し
ま
す
。

全
員
協
議
会

議
会
と
町
の
意
見
交
換（
３
月
７
日
・
26
日
）

質疑 妻籠宿内の空家対策事業関係
Q　同じような施設でふれあい館が現在あるが、
それとの整合性は。
A 外国人ハイカーが増える中休める場所を確保する
ことが目的です。詳細な活用については今後検討して
いきます。
意見 財団の負担金についてもしっかり詰めてい
ただきたい。

質疑 ＵＩＪターン就業・移住支援事業
Q　地域が限られているのか。
A 国は一極集中解消のため東京23区と限定していま
すが、県は中京圏など範囲を広げています。
Q　今後の予定、広域との調整はどうなるか。
A 県の要綱が３月末に通達され、それに伴い広報な
どでお知らせし、希望する企業の募集も行います。県
とも連携し、町でも事業を実施する方向で進めます。

質疑 新たな森林管理システム
Q 管理のための市町村の広域連携体制が明確になってき
た。担い手として森林組合への委託とあるが、町から直接
森林組合に委託するのか。
A 平成31年度に広域で調整しますが、部分的には直接町
からの委託も可能と考えています。
Q　広域連携、木曽郡、南木曽町の関係はどうなるのか。
A 広域連携の中でやる部分と、それぞれの市町村がやる
部分とが出てくると思います。木曽郡で共通してやれる部
分は広域連携の中でやることになります。
Q よほどしっかり理解して活用しないと、山林所有者に
不利益をもたらし、町に非常な負担になるが、新しいシス
テムの話が所有者に全く届いてない。
A 平成31年度は準備期間の始まりであり、森林組合等と
も相談し、山林所有者への説明などを行いたいと思います。
意見 所有者抜きで、町や自治体はどうしたらいいかとい
う話が先行していることに違和感を覚える。
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聞いて

私の思い
三留野地域振興協議会
平成30年度会長

白金　温さん

今
年
の
冬
は
、
雪
が

少
な
く
雪
か
き
も
楽
で
し

た
が
、
春
先
の
水
不
足
が

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。平

成
最
後
の
南
木
曽

小
中
学
校
の
卒
業
式
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
成
人
に
な

っ
た
こ
ろ
は
ど
ん
な
社
会

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
社
会
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。将
来
は
、

さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
会
に
な
り
Ａ
Ｉ
（
人
工

編
集
後
記

知
能
）
の
進
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
ど

ん
な
時
代
に
な
っ
て
い
る

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

柔
軟
に
そ
し
て
た
く
ま
し

く
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

 

坂
本　
　

満  　
　

 

近
藤　
　

隆
（
記
）

 

伊
藤　

寿
子  　
　

 

早
川　

親
利  　
　

声
を
掛
け
あ
い
、
助
け
合
っ
て
い
く

三
留
野
地
区
は
中
山
道
と
旧
国
道
沿
い
に

家
々
が
建
ち
並
ぶ
旧
宿
場
町
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
地
区
で
す
。
近
年
、
多
く
の
外
国
人

の
方
が
中
山
道
を
歩
く
姿
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。い

つ
も
不
思
議
に
思
う
こ
と
が
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
は
「
年
配
の
人
が
多
い
の
は

何
故
だ
ろ
う
」、
二
つ
目
は
「
ど
う
し
て
こ

の
田
舎
へ
徒
歩
旅
行
に
来
る
の
だ
ろ
う
」
…

言
葉
が
通
じ
れ
ば
何
が
か
き
立
て
た
の
か
、

そ
の
気
持
ち
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
何
を
感
じ
た
の
か
と
い
う

こ
と
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
語

学
力
が
無
い
の
が
残
念
で
す
。

外
国
人
の
旅
人
は
よ
く
見
ま
す
が
、
町
民

の
歩
く
姿
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。
三
留

野
地
区
も
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
み
、
空
家

が
目
立
つ
様
に
な
り
、
隣
家
と
も
離
れ
る
よ

う
な
環
境
が
増
え｢

今
日
は
誰
と
も
喋
っ
と

ら
ん
」
と
の
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
住
居
・
生
活
環
境
が
ま

ば
ら
に
な
る
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢

自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
」
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
る
中
、
少
し
で

も
道
行
く
人
と
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

｢

こ
ん
に
ち
は
」｢

お
や
す
み
な
さ
い
」
の
声

が
掛
け
あ
え
る
よ
う
、
日
本
の
美
し
い
原
風

景
が
残
る
こ
の
三
留
野
で
、
時
々
田
舎
の
賑

や
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
『
結
い
は
友
を
呼
ぶ

（
造
語
）』
の
気
持
ち
で
助
け
合
っ
て
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会の傍聴にお越しください ※３月の議会は、３日間で18人
の傍聴がありました。

「結いは友を呼ぶ」（造語）

全
員
協
議
会
の
続
き
↙

自
殺
対
策
計
画
策
定

説
明
概
要

自
殺
対
策
基
本
法
に
基

づ
き
３
月
に
策
定
し
た
自

殺
対
策
計
画
は
、
３
月
14

日
に
町
自
殺
対
策
計
画
策

定
委
員
会
で
正
式
に
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

計
画
期
間
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
５
年
間
で
す
。

山
本
学
園
新
設
に
関
す

る
説
明
会
開
催（
報
告
）

報
告
概
要

３
月
12
日
に
、
学
校
法

人
山
本
学
園
新
設
に
関
す

る
地
元
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

通
信
制
の
学
校
で
、
名

称
は
緑
誠
蘭
高
等
学
校
、

平
成
32
年
４
月
開
校
予
定

で
す
。
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